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なっている J (24， p.2)と述べている。つまり，仙台に居て宇野は，日本資本主義論争を「日
本の農業問題をやるときに，「資本論』というのがどういうふうに使えるのかという問題として，
終始考えていたJ，1それが宇野理論といわれる，原理と，段階論と，現状分析と，この三つに



















1935年11月 | 論文 i資本主義の成立と農村分解の過程J w'中央公論f
1936年 5月 | 論文 i社会党の関税論-1898年ドイツ社会民主党大会における論議
を中心としてJ r経済学.Jl4ホ
1941年 3月 日本貿易研究所勤務
1944'1' IFl I編著 Ir糖業より見たる広域経済の研一書庖
1944年 7月 三菱経済研究所勤務
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1947年6月 東京帝国大学教授
1947年11月 | 著書 Ii農業問題序論」改造社(*マークの論文を所収)
1948年6月 | 共 著 Ii日本における農業と資本主義』実業之日本社
1950年 7月 | 論文 i世界経済論の方法と目標J Ii世界経済』
1954年11月 | 論文 i序説J Ii日本農業年報J 1 
1957年8月 | 編 著 I r地租改正の研究』上巻，東京大学出版会
論文 i地租改正の土地制度」同上所収“
1958年4月 | 編著 Ii地租改正の研究』下巻，東京大学出版会
論文 i秩禄処分について」向上所収“
1959年 7月 | 編著 I r日本資本主義と農業.Jl (共編)岩波書店
論 文 i日本資本主義の特殊構造と農業問題」向上所収"
1961年2月 | 編著 I Ii日本農村経済の実態」東京大学出版会

































































































るJ (27， p. 154)と。また，注では，「資本主義は，その発生，発展，確立に障害とならない限
り，旧社会の残存物をも許容するのである。そればかりではない。時には逆にかかる残存物の


































際経済として存在するに過ぎなしユJ (28， p. 356)と言いながら，他方では，第一次大戦後の農









































































































































全国 北海道 都府県 全国 北海道 都府県
5反未満 34.2 18.8 34.8 8.3 0.8 9.7 
5反"-'1町 29.7 6.2 30.6 21.4 0.9 25.5 
1町"-'2町 26.9 8.2 27.6 36.6 2.6 43.3 
2町"-'3町 5.7 10.0 5.5 13.3 5.4 14.9 
3町"-'5町 2.1 22.2 1.4 7.9 19.2 5.7 
5町以上 1.4 34.6 0.1 12.5 71.1 0.9 



















5反 5反'" 1町'"'-'2町'"3町'"'-' 5町 計 5反 5反'"1町'"2町'"3町'" 5町 計
未満 l町 2町 3町 5町以上 未満 l町 2町 3町 5町 以上
自作 36.4 24.8 26.1 32.0 37.5 45.0 29.8 32.3 24.6 26.3 2.1 37.7 46.2 28.2 
自小作 25.9 51. 4 59.3 58.4 56.1 49.4 45.2 33.352.559.558.456.147.854.7 
小作 37.7 23.7 14.5 9.6 6.4 5.9 25.0 34.4 22.9 14.1 9.4 6.3 6.1 17.1 
計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
自作 42. 5 25.4 24.2 5.9 1.8 0.2 100 11.2 22.3 40.5 16.9 7.6 1. 5 100 
自小作 20.0 34. 8 36. 2 7.2 1.7 0.1 100 5.924.547.115.8 5.9 0.8 100 
小作 52.4 29.0 16.1 2.1 0.4 0.0 100 19.5 34.1 35.7 8.2 2.1 0.3 100 
計 34.8 30.6 27.6 5.5 1.4 0.1 100 9.7 25.5 43.2 14.8 5.7 0.9 100 
注) (29， pp. 446-447) より。
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第 4表 自小作別，専兼別農家数の比率 (1938年)
(単位:%) 
兼業農家 兼業農家
専業 農業主 農業従 総数 専業 農業主 農業従 総数
自 作 29.2 25.1 37.1 29.8 44.2 26.1 29. 7 100.0 
自小作 52. 7 50.6 23.7 45.2 52. 7 34.8 12.5 100.0 
作 18.0 24.3 39.2 25.0 32.6 30.1 37.3 100.0 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 45.1 31.1 23.8 100.0 


































耕 地 自作地 小作地
5反未満 0.22 0.22 0.32(100) 0.15(47) 0.17(53) 
5反---1町 0.72 0.70 0.74(100) 0.35(47) 0.40(53) 
1町---2町 1.38 1.33 1. 37 (100) 0.67(48) 0.70(52) 
2町---3町 2.36 2.32 2.35(100) 1.19 (51) 1.16 (49) 
3町---5町 3.56 3.48 3.47(100) 1.85(53) 1. 62 (47) 
5町以上 6.40 6.78 6.03(100) 3.51(58) 2.52(42) 
総 計 0.83 0.60 1.06(100) 0.52(49) 0.54(51) 
注) (29， pp.454-455) より。
に過剰と不足とを免れない」ために，「種々なる形態の家族外の労働が利用せられて来たJ (29， 
pp. 461-462) こと。しかし第 2に，「年雇は家族農業従事者の補充をなすもの」であり，また，
臨時雇も「家族労働，年雇を基礎とし，手伝いの不足を補充する意味での臨時雇」であって，
「かくて賃銀労働は我が国農業でも欠くべからざるものではあるが，それは現在のところ家族労
働の補充に過ぎなしり (29，p. 466-468) こと，第3に個々の農家の家族労働と所有規模にはア
ンバランスがあり，小作農の過剰労力は雇用労働に，自作農の過剰農地は小作に出される。自
小作農は，自作地を基礎に借地により経営規模を家族労働に適応させる意味で「前両者の中間
に立つJ (29， p. 471) ものであること。
最後に資本の性質については，第1に「農家経済にとってはその資本と考えられるものの内
に土地が最も重要な地位を占める」が，土地は償却されないという意味で，資本家的企業にお
いても「経済的には資本として機能するものではないJ (29， p. 478) こと。第 2に土地以外の
家畜や農具などの生産手段も雇用労働の利用を目的とするのではなく，それらは土地と同様に







































































































































































































































































4) (13， 14， 15， 16， 17)などを参照。
5)ただし，東大へ戻って以降も，宇野は1948年10月より統計研究会の中の農業統計研究部会主査を引
き受けた関係から，しばしば栗原百寿や大島清等の委員の報告による研究会に参加し，議論も行っ
ている。この点に関しては， (23， 17) を参照。ただし，宇野の積極的関与が確認できるのは，栗
原百寿が死去した1955年位までで， 1957年頃からは，それまで行っていた農業統計研究資料への序
文の執筆も行っていない。





















































































































うに言う，歴史上のイギリスに「たとえ一時的にしろJ (27， p. 155)現れた事実ではなく，「確立
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THE STUDY OF JAPANESE AGRICULTURE BY KOUZO UNO 
Shinnosuke T AMA 
Lα~boγα~toη 01 Agricultu:γα~l Marketing 
SUMMARY 
This paper reviews the study of Japanese agriculture by Kouzo Uno， who was a 
prominent economist in postwar J apan. The main aim of this review is to put on his 
theoretical examinations toward peasant behavior in prewar J apan and his framework for 
analyzing J apanese agriculture from a global point of view. 
One of the unique elements of his analysis of Japanese agriculture was that he 
attributed the reason of high rents in tenant-farming prewar Japan not to the feudal system 
but to the competition among owner-tenant-farmers. He argued that owner-farmers with 
excess family labor would compete with each other to take on tenant land in order to get 
additional income. They were able to endure the high rents of tenant land because of the 
income gained from their own land. This behavior of owner-tenant-farmers was interpret-
ed as originated from peasant's aspirations， not to accumulate capital by employing labor， 
but to expand their own land as a family property through family labor. 
On the other hand， Uno also argued that capitalism which emerged in the 18th century 
with a base in the manufacturing sector， created a world economic system which seperated 
industrial countries and colonized agricultural countries， as agriculture was not an appro-
priate sector for capitalist management. After the first World War， however， this 
relationship was broken down partly because of the exess agricultural production in 
agricultural countries， and partly because of the industrial countries' policy in pursuit of 
the agricultural food self-sufficiency. This structural problem in the global trade of 
agricultural products had strongly inftuenced the agricultural conditions and policy in each 
of the industrial countries. 
These two aspects of the agricultural economy identified by Kouzo Uno are stil useful 
in examining， from a theoretical viewpoint， the current situation of J apanese agriculture. 
Bull. Fac. Agric. Hirosaki Univ. No.58 : 74-96， 1994. 
